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熊
本
地
震
の
翌
年
、
災
害
復
旧
支
援
を
続
け
る
夫
と
共
に
、

気
仙
沼
か
ら
阿
蘇
へ
引
っ
越
し
た
。
カ
ル
デ
ラ
に
丸
く
広
が

る
田
園
。
そ
れ
を
見
守
る
よ
う
に
阿
蘇
神
社
が
あ
る
。
初
め

て
の
夏
が
過
ぎ
、
少
し
涼
し
く
な
っ
た
、
夜
の
門
前
仲
町
を

散
策
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。
薄
明
か
り
の
石
畳
。
観
光
客

の
姿
は
消
え
、
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
と
湧
水
の
音
が
、
鳴
き
始
め

た
虫
た
ち
と
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
。
先
に
は
鳥
居
が
あ
り
、

阿
蘇
神
社
の
参
道
が
続
く
。
目
を
や
る
と
、
参
道
を
走
っ
て

く
る
ケ
ー
ト
ラ
が
い
る
。 

「
え
？
え
え
え
？
！
」
驚
い
て
立
ち
す
く
む
。
荷
台
に
は
人

影
が
あ
る
。
人
影
が
、
横
に
向
け
て
パ
シ
ッ
、
パ
シ
ッ
と
、

何
か
を
数
回
放
っ
た
。
車
は
、
鳥
居
の
手
前
で
止
ま
っ
た
。

「
す
み
ま
せ
ん
、
流
鏑
馬
の
け
い
こ
し
と
っ
た
ん
で
」
荷
台

か
ら
、
弓
を
持
っ
た
男
性
が
、
降
り
て
き
た
。
田
実
祭
と
言

う
秋
祭
り
で
、
毎
年
、
こ
こ
で
、
流
鏑
馬
が
行
わ
れ
る
の
だ

そ
う
だ
。
し
か
し
昨
年
は
、
震
災
で
中
止
に
。
来
た
ば
か
り

の
六
月
、
御
田
祭
と
言
う
祭
り
を
見
た
。
宇
奈
利
さ
ん
と
い

う
、
白
装
束
の
女
性
た
ち
が
、
水
々
し
い
田
ん
ぼ
の
中
を
行

列
し
て
歩
く
、
そ
れ
は
美
し
い
光
景
だ
っ
た
。
実
り
を
祈
り
、

実
り
を
見
守
り
、
実
り
に
感
謝
す
る
、
阿
蘇
に
は
、
田
の
四

季
と
共
に
生
き
る
、
祭
り
が
あ
る
。
気
仙
沼
に
も
、
さ
ん
ま

祭
り
、
か
つ
お
祭
り
、
み
な
と
祭
り
、
海
と
共
に
生
き
る
祭

り
が
あ
る
。
今
頃
、
気
仙
沼
は
、
秋
の
さ
ん
ま
祭
り
だ
。
街

中
の
あ
ち
こ
ち
で
、
秋
刀
魚
の
い
い
匂
い
が
漂
っ
て
い
る
だ

ろ
う
。
思
い
出
し
た
ら
、
ぐ
う
っ
と
、
お
腹
が
鳴
っ
た
。 

「
は
は
は
、
さ
ん
ま
祭
り
、
行
っ
て
み
た
か
、
食
っ
て
み
た

か
ね
。
気
仙
沼
も
阿
蘇
も
同
じ
で
す
。
水
に
生
か
さ
れ
、
水

に
奪
わ
れ
、
水
と
一
緒
に
暮
ら
し
と
る
。
祭
り
は
、
自
然
と

と
も
に
生
き
る
祈
り
と
感
謝
で
す
。
流
鏑
馬
、
見
に
来
て
く

だ
さ
い
。
三
本
ん
一
本
は
、
家
族
ん
為
、
一
本
は
、
阿
蘇
の

復
興
の
為
、
そ
し
て
、
も
う
一
本
は
、
気
仙
沼
の
復
興
ば
祈

っ
て
、
射
さ
せ
て
も
ら
う
け
ん
」
祭
り
の
日
、
三
本
の
矢
は

見
事
、
命
中
し
た
。
祈
り
を
込
め
た
秋
の
空
は
、
高
く
高
く

繋
が
っ
て
い
た
。 

 


